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１． 経営責任者からのメッセージ 

「安全報告書２０２１」の公表にあたって 

秩  父  鉄  道  株  式  会  社 

代 表 取 締 役 社 長  大  谷  隆  男 

日頃より、秩父鉄道をご利用いただきまして、誠にありがとうございます。安全報告書２０２１の公表に

あたりまして、一言ご挨拶申し上げます。 

２０２０年度は、新型コロナウイルス感染症の流行により社会経済活動や人の移動等が大きく制限

を受けるなど、鉄道事業は過去に経験したことがないほどの厳しい状況で推移しました。 

公共事業者としての責務を果たすため、お客様や従業員の感染予防の徹底を図りながら列車を運行し

て、運行体制の効率化や全般にわたる経費の見直しなどにより費用

の削減にも努めました。 

当社は鉄道事業を柱として事業展開しており、公共交通機関と

しての「安全・安心・安定」を維持することが目的であり、無事故無

災害の達成を最優先課題に掲げております。この目的の達成に向け、

全役員・従業員が、安全に対し常に意識して業務にあたるとともに、

近年頻発・激甚化する自然災害などに対応すべくソフト・ハード両面

における取り組みを継続してまいりました。２０２０年度は引き続き

線路整備に使用する新型マルチプルタイタンパーを発注のうえ製造に

着手した他、踏切道の拡幅改良工事等も推進しました。 

２０２１年度も継続的に安全対策工事を施工する他、利便性

やサービスの向上に向けて IC カード乗車券システムの導入を予定し

ております。 

本報告書は鉄道事業法に基づき、２０２０年度における安全

輸送のための取り組みや輸送の実態を紹介するために発行いたしました。皆様方の声を、今後のより一層

の安全性向上に役立てるため、率直なご意見とご感想をお聞かせいただけると幸いです。 

 

２． 輸送の安全に対する基本方針と安全目標 

（１） 基本方針 

 『輸送の安全確保、無事故・無災害の達成』を最優先とし、社員一人ひとりが行動するための基本 

方針を、「安全行動規範」として全社員に周知しています。 

「安全行動規範」 

① 一致協力して輸送の安全確保に努めます。 

② 輸送の安全に関する法令及び関連する規程をよく理解するとともにこれを遵守し、厳正、忠実に 

職務を遂行します。 

③ 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めます。 

④ 職務の実施にあたり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義のある時は最も安全と思われる 

取り扱いをします。 

⑤ 事故・災害等が発生したときは、人命救助を最優先に行動し、すみやかに安全適切な処置を 

とります。 

⑥ 情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保します。 

⑦ 常に問題意識を持ち、必要な変革に果敢に挑戦します。 



（２）安全目標 

  さまざまな安全性向上施策に取り組むため「安全行動規範」を遵守し、社内に安全風土、安全文化

を構築、確立し、安全最優先の原則を遵守、徹底します。 

“スローガン”「重大事故・重大インシデント０
ゼロ

」の継続 

 

３． 安全管理体制と方法 

 （１）安全管理体制 

  ２００６年１０月１日に制定された「秩父鉄道 安全管理規程」では、社長を最高責任者とし、

社長が選任した安全統括管理者のもと、安全推進の管理体制を確立し、各管理者の役割と権限を

明確に定めています。 

役  職 役          割 

社 長 
安全第一の意識をもって事業活動を行える体制の整備に努めるとともに、輸

送の安全を確保するための最終的な責任を負う。 

安 全 統 括 管 理 者 輸送の安全の確保に関する業務を統括する。 

技 術 部 長 安全統括管理者の下、施設、車両に関する業務を統括する。 

運 輸 部 長 安全統括管理者の下、運転に関する業務を統括する。 

運 転 管 理 者 安全統括管理者の指揮の下、運転に関する事項を統括する。 

乗務員指導管理者 運転管理者の下、運転士の資質の保持に関する事項を管理する。 

施 設 管 理 者 安全統括管理者の指揮の下、施設に関する事項を統括する。 

車 両 管 理 者 安全統括管理者の指揮の下、車両に関する事項を統括する。 

総 務 部 長 輸送の安全の確保に必要な設備投資、財務に関する事項を統括する。 

人 事 部 長 輸送の安全の確保に必要な人事に関する事項を統括する。 

 

（組 織 図） 
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（２）安全管理の方法 

① 運転事故防止対策委員会 

輸送の安全確保を目的に、安全統括管理

者を委員長とする「運転事故防止対策委員

会」を 毎月１回開催し、事故、災害等が発

生した場合の対応・処置を検証し、ヒヤリハット

報告事案の分析、事故防止に関する事項、

再発防止策の立案・決定を行っております。 

また、年２回、現業職場の業務実態の把

握ならびに点検を目的とした安全指導（巡回

訪問・列車添乗等）を実施しております。 

経営トップ出席の運転事故防止対策委員会 

 

② 職場巡視 

社長、役員、各部課長が、夏季運転無事故運動、年末年始輸送安全総点検の運動期間中

各職場を訪問し、安全に関する取り組みや創意工夫等について、各所属員と直接対話することに

より安全性の向上と一人ひとりの安全意識の高揚を図っております。 

 

夏季運転無事故運動  年末年始輸送安全総点検 

                  

③ 内部監査 

鉄道輸送における安全管理体制が構築され、適切に運用し継続的に機能していることを確認 

するため毎年実施しています。今年度の社長（経営トップ）をはじめ経営管理部門へのインタビュ

ーでは、鉄道事業の継続と安全確保に努めるため、感染症対策の着実な実施と頻発・激甚化する

自然災害の被害を防ぐ取り組みを進めていることを確認しました。 

現業職場長にたいしては、通常業務・作業が安全管理規程その他規定類に適合し遂行されて

いるか診断し、前回指摘事項について更なる改善が図られ適切に機能していることを確認しました。 

 

 

 

 

 



４． 輸送の安全への取り組み 

２０２０年度も列車運行の安全性の確保・維持と改善、旅客サービスの向上のため、安全対策、

修繕工事を実施しました。これらのうち主な取り組みについてご紹介いたします。 

安 全 重 点 施 策 

 

 

２０２０年度の安全対策工事と主な修繕費 

安全対策更新工事     １９，２３３千円 

主な線路修繕工事    １３２，８３５千円 

主な電気修繕工事      ２８，７３７千円 

主な車両修繕工事      ５３，０８０千円 

蒸気機関車全般検査   ２０１，０２７千円 

計         ４３４，９１２千円 

蒸気機関車(炭水車)車輪嵌替の様子 
 ※2020 年度事業のマルチプルタイタンパー更新の安全対策工事については、新型コロナ感染拡大防

止等により 2021 年度に繰り越し施工しております。 

（１）２０２０年度の安全対策工事 

施設関係 

① 並・ 分岐・橋・継目枕木交換 

経年劣化した並枕木、分岐枕木、橋枕木、継目枕木２，４４４丁の交換を実施しました。 

② 軌道整備 

道床砕石を１，３８０ｔ補充のうえ、マルチプルタイタンパーによる軌道整備を８０，１２

２ｍ実施しました。 

   ③ 踏切道の安全性向上 

２０２０年度は、第１種踏切の１ヶ所に支障報知装置（押しボタン）を設置し、踏切道の

安全性向上を図りました。 

秩父本線の 2 ヶ所の踏切板について、ゴムパネルタイプに変更し自動車通過時の騒音を減らし

保守管理等の安全性向上を図りました。 

④ 架線の張替 

摩耗や経年劣化が進んだ吊架線１，２３０ｍの張替えを実施しました。また、経年磨耗し

た電車線を６００ｍ張替えました。 

   ⑤ 台風被害対策 

       昨年の台風にて被災した、影森～浦山口駅間の地盤の安定化対策を行いました。 

車両関係 

① ２０２０年度の主な車両修繕工事 

       ７０００系、７５００系、７８００系用ＳＩＶ電源装置の更新、７８００系用制御装

置更新を行いました。また、１２系客車の車体老朽化に伴う車体延命工事を行いました。今後

も車両故障防止を図るため、計画的に進めてまいります。 

   ② 蒸気機関車の全般検査 

       蒸気機関車Ｃ５８-３６３号機の全般検査を施行し、ボイラー整備、第２動輪クランクピン

交換、炭水車車輪嵌替、汽笛・注水器オーバーホール等を行いました。 



５． 安全確保のための教育・訓練  

（１）現業職場における各種訓練 

    夏季運転無事故運動など年４回実施される運動期間中に異常時を想定した訓練を実施する他、

乗務員には経過年教習等の実施、鉄道技術講座の受講（施設関係・車両関係）や外部機関よ

り講師を招いての研修会等、係員の知識向上の維持と向上を目的として取り組んでいます。 

信号炎管による列車防護訓練 信号トラブル対応訓練（指導通信式施行） 

乗務員訓練（出庫点検） 乗務員訓練（ドア点検） 

（２）異常時総合訓練 

    この訓練は、踏切事故等重大事故が発生した場合を想定して、当社技術部・運輸部および

埼玉県熊谷消防本部員により実施しておりますが、今年度はコロナ禍により未実施となりました。 

 踏切トラブル対応訓練  駅間故障車両救援訓練 



（３）防災訓練 

      毎年９月１日の防災の日または防災週間に、

大きな地震が発生した場合を想定して、列車の運

転を一斉に見合わせ、関係各所へ確実な情報を

伝達し、震度階判明に伴う列車の減速運転、橋

梁・法面等に出動しての施設・設備点検が安全に

行えるよう訓練しています。      

現地出動・点検を指示する運転指令所員 

６．鉄道事故等に関するご報告 

  ２０２０年度に発生した「鉄道運転事故」「輸送障害」「インシデント」の発生件数は、以下のとおり 

です。 

   「鉄道運転事故」   ０件 

    列車衝突事故、列車脱線事故、列車火災事故、踏切障害事故、道路障害事故、鉄道人身 

障害事故、鉄道物損事故をいいます。 （自殺と思われるものは、鉄道運転事故に含まれません。） 

   「輸送障害」    １９件（うち自然災害その他９件） 

    列車の運転を休止したものまたは３０分以上の遅延を生じたものをいいます。 

   「インシデント」     ０件 

    運転事故が発生する恐れがあると認められた事態をいいます。 

 

７．ご利用のお客様、地域の皆様とともに 

（１）サービス介助士資格の取得 

      社会の高齢化が進む中、多くのお客様に対して安心して鉄道をご利用いただけるよう、職員の 

サービス介助士資格の取得を推進しております。２０２０年度までに、駅係員、列車乗務員、 

その他職域を含む７５名が資格を取得しました。 

（２）AED の設置 

       秩父鉄道では、お客様の急病等万一の事態に備え羽生、熊谷、明戸、武川、永田、小前田、

寄居、長瀞、秩父、御花畑駅に AED（自動体外式除細動器）を設置しています。 

（３）こども１１０番の駅 

      通学や学習塾などに通うため鉄道を利用するお子さまが、より一層安心して駅を利用することが

できる環境作りを目指し「こども１１０番の駅」の取り組みに参加しています。こどもを危険から守り

安全な地域づくりに貢献することを目的に積極的に推進していきます。 

（４）埼玉県防犯のまちづくりに関して 

      秩父鉄道では、「埼玉県防犯のまちづくりに関する協定」に基づき、こどもや高齢者等を犯罪から

守るための見張り活動、犯罪や不審者認知時の積極的な１１０番通報等について更なる協力

を行うために次の取り組みを宣言しております。 

◇駅（事業所）に助けを求めてきた場合に保護、１１０番通報等の対応を行います。 

◇社用車を運転中に犯罪を認知した場合に１１０番通報等の対応を行います。 



 

本安全報告書に関するご意見、お問い合わせ等のご意見を承っております。 

次回作成の参考としたく、お寄せくだされば幸いです。 

秩父鉄道株式会社 運輸部 運転課 

☎ 048－523－3871 

秩父鉄道公式ホームページ 

https://www.chichibu-railway.co.jp/ 

 

 

 

営業キロ 秩父本線 羽生－三峰口駅間　71.7ｋｍ
三ヶ尻線 三ヶ尻－武川駅間　　 3.7ｋｍ

秩父鉄道路線概要図 別紙 ３ （新）
75.4ｋｍ

ひ
ろ
せ
野
鳥
の
森

羽

生

西

羽

生

新

郷

武
州
荒
木

東

行

田

行

田

市

持

田

熊

谷

上

熊

谷

石

原

大

麻

生

明

戸

武

川

永

田

ふ
か
や
花
園

小

前

田

寄

居

波

久

礼

樋

口

野

上

長

瀞

上

長

瀞

親

鼻

皆

野

和
銅
黒
谷

広
瀬
川
原

武
州
原
谷

大

野

原

秩

父

御

花

畑

影

森

浦

山

口

武
州
中
川

武
州
日
野

白

久

三

峰

口

三 ヶ 尻

至池袋

至
浅

草

秩父本線（旅客駅）

秩父本線（貨物駅）

三ヶ尻線（貨物駅）

他社線（在来線）

他社線（新幹線）

桜

沢

高 崎

ソ
シ
オ
流
通
セ
ン
タ
ー


